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調 査 地 域
山 村、 村 漁 村



















山 村 農 村 漁 村
調査年度　　1971 1975 ユ968 1973 1969 1974 1972 1977
5ξS．D．5ξS．D．3ζS．D．5ξS．D．3ζS．D．文S．D．叉S．D．叉S．D．
体位の体位推計基準値に対する比率（％）
　身長　　　　　　　　954．5　97311053．4
　体重　　　　　　　　937．51038．81106．0
体力評価（3．0を中位とする5段階法による）
平衡力
筋持久力
瞬発性
調整力
平均値
4．3　　1．2　　3．0　　0．8　　3．4　　0．8
2．7　0．8　2．7　0．5　2．6　0．9
3．7　0．2　2．8　0．6　3．1　0．9
3．5　0．8　3．7　0．8　3．4　0．7
3．5　0．7’　3．1　0．8　3．1　0．8
98　　2．0　　103　　4．2　　　98　　2．1　　　99　　3．5　　101　　4．8
96　　6．0　　101　7．0　　95　　9．0　　94　　5．3　　101　7．7
3．2　0．7　3．2　0．8　3．2
2．3　0．8　3．2　0．7　3．2
3．1　0．9　2．9　0．9　3．0
3．7　0．7　3．2　0．8　3．2
3．1　　0．8　　3．1　　0．8　　3．1
0．7
0．7
0．6
0．4
0 6
3．0　　1．5　4．0　　1．0
　　　　2．7　0．8
3．1　0．9　3．0　1．0
3．5　2．7　4．3　　0．8
3．2　1．8　3．5　0．8
　さらに，生活環境を問わず，しかも時代の推移にもか
かわらず，調査対象の幼児に共通して存する問題点は，
緑黄色野菜摂取の困難性である。この困難性については
東京都幼児7）をはじめとして，他の地域での多数の調査
成績9）10）に表出されているところである。一般に幼児は
緑黄色野菜を好まないが，Carol　I．　Ireton11）やInez
Harri1112）らの研究に示唆されているごとく，調理法の
工夫と幼児心理に則った摂取を促す努力を，幼児の食事
200 栄養と’食糧
に携わる人々は実践し，望ましい食習慣、・食嗜好の形成1　よびV．B2元さらに山村のカルシウムが充足されず，栄
を援助しなければならないものと考える。　　　　　　　養素摂取上の生活環境別の差異が明瞭であった。．
．・約　　　：，
　1968年∫》1977年にかけて新潟県内の山∴農゜漁村お
よび都市近郊における幼児の5年間の栄養摂取状況め推
移について調査し，以下の結果を得た。
　1）食品摂取パタ』ンはおおむね基準量パターンに接
近し，とくに山・漁村のそれが顕著であった。4地域共
通して肉・油脂類，その他の野菜の増加および菓子類の
減少と，依然として緑黄色野菜，乳類および穀類の摂取
不足が観察された。
　2）栄養素摂取状況の5年間における推移は比較的小
さく，’また各栄養素の増減について4地域共通の現象は
みられなかったが，平均的な栄養水準は概して所要量に
接近する，よりよい方向に推移した。
　3）栄養素摂取上の個人差はエネルギーおよび糖質に
おいてやや小さく）発育期にとくに必須の栄養素におい
ておおむねやや大であった。：また，各栄養素の適量摂取
児は概して山・農村に増加傾向がみられ，多量摂取児は
都市近郊次いで漁村に比較的多くみられ，一方，摂取不
泥児はおおむね減少傾向を示していた。
れ，不足の栄養素はV．B2のみであり，漁村は総たん
白質，動物性たん白質が多量摂取され，不足の栄養素は
V．AとV．　B2である。山・農村はかな＼り改善されだ
ものの，まだ動物性たん白質，脂質，V．A，　V．B1お
　　終りに臨み，終始ご懇篤なご指導を賜わりました本学
　の塚原叡教授に厚くお礼申し上げます。また本調査にご
　協力いただきました調査対象世帯の方々に深謝いたしま
　す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∵、
　　　　　　　　、　‘　　　　　　　　　　　　　　了　　’
　　　　　　　　　　文　　　　献
　　　　日本人の栄養所要量と解説，p．17，24，59，74，
　　　　81，　94，　96，　97，　100，　101，　139，　140（1975）▲　第
　　：崎基嘉，提　忠一，松見富士夫，：西村薫：栄養
　　4）罐瀧碧高綴1大沢文己吉1｝1趣、栄
　　　　養と食糧，22，559（1969）　　　・　・
　　5）丸井英二，豊川裕之：日公衛誌，22，385（1975）
　　8）武藤静子（監修）：母子栄養ハソドブック，’E‘117，
　　10）・八倉巻和子：日本家政学会第29回総会研究発表要
　　　　旨集，且150（1977）
　　12）Harril1，1．，　Smith，　C．　and　Gangeve，　J．A．：∫
’丸@．’　　一　二・．　　　（昭和53年11月1日受理）
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